
 ＩＣＴの効果的活用について
　国は今回の長期休業を受け、タブレット端末を１人１
台使える学習環境を整える「G

ギ ガ

IGAスクール構想」の目標
を、令和５年度から令和２年度に前倒しをしました。こ
の休業期間中に「家庭との連絡体制」「学習機会の保障（オ
ンライン授業の必要性）」など、さまざまな課題が浮き彫
りになったこともあり、市でも、児童生徒１人１台のタ
ブレット端末導入にあたっての課題や取り組みについて
意見交換を行いました。
　会議では、教科書などのデジタル化による「学習状況
の把握と個別指導などのメリット」「授業の進め方や教育
現場のあり方が変わることによる、教職員の負担への対
策」「デジタル教材の共有化や定期的な研修会の開催」な
どについての意見がありました。また、タブレット端末
の利活用については、模索しながら進めていく面も多く、

令和２年度旭市総合教育会議の 
概要を紹介します
　総合教育会議は、市長と教育委員会が地域の教育に関
する課題やあるべき姿を共有して、より一層民意を反映
した教育行政の推進を目的として開催しています。
　令和２年度は、以下の２つの議題について会議を行い
ました。

新型コロナウイルス感染症への対応について
　学校生活では、昨年３月の全国一斉臨時休業に始まり、
入学式の中止、夏季休業の短縮、運動会や修学旅行は代
替イベントでの実施になるなど、児童生徒に多くの制約
を強いることになりました。
　会議では、これまでの経過と、市や教育委員会で行っ
た対策の説明を行い、現在の教育環境の改善点や問題点
について意見交換を行いました。
　「感染に対する誹謗中傷対応」「授業時間の確保」「児童
生徒と教職員のストレス対策」「臨時休業による児童生徒
の運動不足」「自宅学習による学習意欲の低下」など、児
童生徒などの健康や今後の学校生活を危惧する意見が数
多くあり、感染症の収束が見通せない中、今後も議題と
して継続していくこととなりました。 導入予定のタブレット端末

今後も議論が必
要との意見もあ
り、継続した議
題としていくこ
とになりまし
た。会議の結果
は市ホームペー
ジで見ることが
できます。

旭市教育委員会
教育総務課（☎55-5721・4月26日から☎85-8617）
生涯学習課（☎55-5727・4月26日から☎85-8627）
体育振興課（☎64-1132）
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　加瀬喜七は市議会議員、県議会議員として活躍した人
物で、特に消防の分野で大きな功績を残しました。
　明治37（1904）年に旭町に生まれ、大正10（1921）年
に海上高等学校を卒業した後、家業の農産物や海産物の
問屋業に熱心に取り組みました。その成果もあって戦後
には株式会社を設立し、でんぷん製造や落花生加工業も
営むようになり、事業を発展させました。千葉県落花生
商工協会理事など多くの役職について、農産物の加工流
通に力を尽くし、特に千葉県産落花生の販路拡大に実績
を上げました。
　一方で、大正11（1922）年から旭町消防組の消防手に
なって以来、長年にわたって消防団活動にも取り組み、

旭市消防団長も務めました。その後、県消防協会理事、
理事長を経て会長に就任し、消防業務への取り組みは喜
七にとって生涯にわたるものとなりました。
　昭和22（1947）年には旭町議会議員に初当選し、昭
和33（1958）年には市議会議長となりました。昭和29
（1954）年の新市施行の実現にあたっては、地域住民の
要望に応え、各町村の取りまとめに努力し、中心人物と
なって活躍しました。その後は活躍の場を県政に移し、
昭和34（1959）年、54歳で千葉県議会議員に当選、昭和
46（1971）年まで３期12年にわたり、その手腕を振るい
ました。
　多年にわたって尽力してきた
消防行政においては、消防学校
の整備、消防制度の確立など、
多くの施策を実現させました。
地元ではウナギ・ハマグリ養殖
など漁業の振興対策、甘

かん

藷
しょ

の価
格安定、中小企業の育成、高速
道路問題などに取り組みました。
　平成４（1992）年、88歳で亡
くなりました。 千葉県消防協会長に就任
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消防を愛し
地元経済と県政に
尽くした
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